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藤
木
九
三
小
論
│
│
「
冒
険
登
山
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
登
山
」
へ
│
│
北
田
雄
一
は
じ
め
に
藤
木
九
三
（
一
八
八
八
│
一
九
七
〇
）
は
兵
庫
県
西
宮
市
に
住
み
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
登
山
家
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
登
山
家
と
し
て
の
主
な
業
績
と
し
て
は
、
神
戸
で
岩
登
り
の
理
論
的
探
究
と
実
践
を
目
的
と
し
た
団
体
Ｒ
・
Ｃ
・
Ｃ
（
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
）
設
立
と
、
峻
厳
で
知
ら
れ
た
穂
高
岳
滝
谷
ル
ー
ト
の
開
拓
が
あ
り
、
日
本
近
代
登
山
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
で
い
る
。
藤
木
は
登
山
家
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
山
に
関
す
る
著
作
も
多
く
残
し
て
い
る
。『
屋
上
登
攀
者
』（
黒
百
合
社
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
六
月
）『
雪
・
岩
・
ア
ル
プ
ス
』（
梓
書
房
昭
和
五
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
山
に
関
す
る
著
作
集
と
『
雲
表
』（
黒
百
合
社
昭
和
六
年
限
定
六
〇
〇
部
）『
岳
神
』（
朋
文
堂
昭
和
一
八
年
）
の
二
冊
の
詩
集
で
あ
る
一
九
九
八
年
八
月
『
屋
上
登
攀
者
』
は
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
手
に
取
り
や
す
く
な
っ
た
が
『
兵
庫
近
代
文
学
事
典
』（
和
泉
書
院
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
に
藤
木
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
藤
木
の
存
在
自
体
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
藤
木
九
三
小
論
六
一
藤
木
が
「
山
の
詩
人
」
と
し
て
は
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
田
中
清
光
氏
の
『
山
と
詩
人
』（
文
京
書
房
一
九
八
五
年
一
二
月
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
田
中
氏
は
藤
木
の
第
一
詩
集
『
雲
表
』
を
「
本
格
的
な
登
山
家
が
出
し
た
わ
が
国
最
初
の
山
の
詩
集
」
と
位
置
付
け
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
尖
鋭
的
な
登
山
の
影
響
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
登
山
を
、
は
や
く
か
ら
身
を
も
っ
て
す
す
め
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
登
山
家
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
と
も
い
え
る
藤
木
九
三
は
、
詩
作
の
方
で
、
や
は
り
欧
米
文
学
と
同
時
的
な
流
れ
と
し
て
現
れ
た
わ
が
国
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
手
法
に
ふ
れ
て
、
山
を
題
材
に
し
た
斬
新
な
詩
を
書
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。⑴
田
中
氏
の
論
考
は
、
現
在
ま
で
詩
人
と
し
て
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
藤
木
が
紫
蔭
と
号
し
て
投
書
し
て
い
た
雑
誌
の
詳
細
な
調
査
を
含
む
、
貴
重
な
研
究
で
あ
る
が
、
問
題
は
藤
木
の
詩
風
の
転
換
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
し
い
時
代
へ
の
鋭
敏
な
反
応
」
と
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
投
書
家
時
代
の
頃
か
ら
出
発
し
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
」
を
扱
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
に
関
す
る
言
説
を
参
照
す
る
。
そ
し
て
「
冒
険
登
山
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
登
山
」
へ
と
推
移
す
る
登
山
の
在
り
方
の
変
容
に
眼
を
配
り
つ
つ
、
藤
木
の
詩
風
の
転
換
の
必
然
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
一
、
投
書
家
時
代
か
ら
神
戸
転
勤
ま
で
ま
ず
、
藤
木
の
誕
生
か
ら
神
戸
転
勤
ま
で
の
経
緯
を
、
主
に
自
身
の
登
山
行
を
中
心
に
回
想
し
た
『
あ
る
山
男
の
自
画
像
』（
二
見
書
房
一
九
七
〇
年
一
一
月
）
に
拠
り
つ
つ
記
し
て
行
き
た
い
。
藤
木
九
三
は
明
治
二
十
年
九
月
三
十
日
、
京
都
府
福
知
山
市
の
藤
木
喜
兵
衛
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
福
知
山
中
学
（
当
時
の
京
都
藤
木
九
三
小
論
六
二
三
中
）
在
学
中
に
新
体
詩
の
制
作
に
熱
中
し
、「
文
庫
」
や
「
新
声
」
等
に
投
書
し
て
い
た
。
田
中
清
光
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
文
庫
」
に
六
篇
「
新
声
」
に
七
篇
「
詩
人
」
に
二
篇
の
新
体
詩
を
発
表
し
て
い
る
⑵
。
藤
木
が
後
に
、
は
じ
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
「
山
ら
し
い
山
」
と
回
想
す
る
、
思
い
入
れ
の
深
い
故
郷
の
山
を
詠
っ
た
「
大
江
山
」（「
新
声
」
第
十
二
編
第
六
號
明
治
三
十
八
年
六
月
一
日
）
の
最
初
の
二
連
を
取
り
上
げ
る
。
大
江
山
＝
夕
ぐ
れ
音
無
瀬
河
畔
に
立
ち
て＝藤
木
紫
蔭
音
無
瀬
河
畔
に
た
そ
が
れ
て
、
欄
干
近
く
歌
は
む
に
、
流
れ
の
調
妙
に
し
て
、
舞
ひ
く
る
風
は
袖
を
飜
し
つ
。
西
に
沈
み
行
く
夕
日
影
、
今
日
の
名
残
の
映
美
し
く
、
紅
雲
一
條
た
な
引
き
て
、
大
江
の
山
の
影
か
す
か
な
り
。
田
中
氏
は
投
書
家
時
代
の
藤
木
の
詩
風
に
つ
い
て
「
ま
ず
晩
翠
・
藤
村
の
影
ひ
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
を
感
じ
さ
せ
る
が
次
第
に
「
当
時
上
田
敏
・
蒲
原
有
明
に
よ
っ
て
移
入
さ
れ
形
づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
サ
ム
ボ
リ
ズ
ム
」⑶
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
要
約
し
て
い
る
。
藤
木
九
三
小
論
六
三
藤
木
は
中
学
時
代
か
ら
投
書
雑
誌
に
新
体
詩
を
投
稿
す
る
熱
心
な
投
書
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
丁
度
そ
の
頃
、
小
島
烏
水
が
「
文
庫
」
に
連
載
し
て
い
た
「
鑓
ヶ
岳
探
検
記
」（
第
二
二
巻
第
二
号
／
一
九
〇
三
年
一
月
一
日
〜
第
二
四
巻
第
六
号
／
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
五
日
）
を
読
み
、
強
い
感
銘
を
受
け
、
富
士
、
浅
間
山
、
妙
義
山
と
次
々
と
踏
破
し
、
岳
人
と
し
て
の
経
験
を
着
実
に
積
ん
で
い
く
。
中
学
を
卒
業
後
、
藤
木
は
上
京
し
、
早
稲
田
大
学
の
予
科
に
入
学
、
英
文
科
へ
と
進
み
、
早
稲
田
大
学
在
学
と
い
う
形
の
ま
ま
で
東
京
毎
日
新
聞
に
入
社
す
る
。
東
京
毎
日
新
聞
記
者
時
代
、
藤
木
は
東
久
邇
宮
稔
彦
王
の
槍
ヶ
岳
登
山
に
随
行
記
者
と
し
て
同
伴
し
、
こ
れ
が
槍
ヶ
岳
を
含
む
日
本
ア
ル
プ
ス
に
踏
み
込
む
最
初
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
木
は
や
が
て
東
京
毎
日
新
聞
の
経
営
方
針
が
消
極
的
で
あ
る
こ
と
に
不
満
を
持
ち
「
や
ま
と
新
聞
」
か
ら
声
が
か
か
る
と
そ
の
ま
ま
「
や
ま
と
新
聞
」
に
転
社
す
る
。
そ
の
後
従
軍
記
者
と
し
て
青
島
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
後
大
阪
朝
日
新
聞
へ
と
再
び
転
社
し
、
大
正
七
年
に
は
大
阪
本
社
へ
、
大
正
八
年
に
は
神
戸
支
局
長
に
任
命
さ
れ
た
。
藤
木
は
神
戸
に
つ
い
て
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
以
来
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
を
身
に
つ
け
た
港
都
、
神
戸
の
エ
ク
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
山
の
見
方
」⑷
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
に
は
多
少
の
注
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」⑸
と
は
「
山
に
登
る
こ
と
の
み
を
目
的
に
す
る
態
度
、
考
え
方
」
を
意
味
し
て
お
り
、「
ウ
ェ
ス
ト
ン
」
と
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）
か
ら
明
治
二
四
年
（
一
八
九
四
年
）
ま
で
神
戸
に
滞
在
し
、
登
山
を
趣
味
と
し
て
い
た
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
彼
は
登
山
を
趣
味
と
し
て
お
り
、
日
本
ア
ル
プ
ス
全
領
域
を
探
検
し
た
。
そ
の
経
験
を
元
に
イ
ギ
リ
ス
帰
国
後
の
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
に
『M
ountaineering
and
Exploration
in
the
Japanese
A
lps
』（
岡
村
精
一
訳
『
日
本
ア
ル
プ
ス
・
登
山
と
探
検
』）
を
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
美
を
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
全
世
界
に
知
ら
し
め
、
日
本
近
代
登
山
の
先
駆
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
⑹
。
藤
木
は
神
戸
に
主
な
活
動
場
所
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
国
人
を
起
源
と
し
て
発
生
し
た
伝
統
を
自
覚
的
に
受
け
継
い
だ
の
で
あ
藤
木
九
三
小
論
六
四
る
。
こ
こ
に
日
本
人
と
し
て
日
本
の
山
を
見
る
見
方
と
異
国
人
と
し
て
「
エ
ク
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
」
に
日
本
の
山
を
見
る
見
方
が
重
な
り
、
互
の
過
剰
な
点
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
で
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
を
基
調
に
し
な
が
ら
客
観
的
に
山
を
見
る
藤
木
の
態
度
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。大
正
八
年
に
神
戸
移
住
後
、
山
へ
の
情
熱
は
益
々
高
ま
っ
て
い
く
が
、
そ
の
一
方
で
詩
作
の
方
は
不
活
発
に
な
っ
て
い
く
。
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
藤
木
は
再
び
意
欲
的
に
執
筆
活
動
を
行
い
、
随
筆
・
研
究
・
詩
と
い
っ
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
こ
の
転
換
は
一
体
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
藤
木
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
」
を
描
く
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
理
念
の
主
張
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。
そ
こ
に
は
単
な
る
理
念
の
主
張
だ
け
で
は
な
く
、
藤
木
の
拠
っ
て
立
つ
地
盤
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
二
、
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
に
つ
い
て
熊
谷
昭
宏
氏
は
「
死
に
至
る
ス
ポ
ー
ツ
を
語
る
│
│
一
九
三
〇
年
代
山
岳
雑
誌
の
な
か
の
「
文
学
」
と
そ
の
周
辺
」
に
お
い
て
一
九
三
〇
年
代
の
山
岳
雑
誌
「
山
と
谿
谷
」「
山
小
屋
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
山
岳
文
学
」
論
の
存
在
に
触
れ
つ
つ
「
一
九
三
〇
年
代
は
、「
山
岳
文
学
」
論
の
季
節
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
⑺
。
熊
谷
氏
の
指
摘
と
比
較
す
る
と
、
藤
木
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
藝
│
登
山
の
特
異
性
に
就
い
て
」（
大
正
一
五
年
一
九
二
六
年
二
月
一
五
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」）
は
三
つ
の
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
一
点
目
は
発
表
年
が
一
九
二
六
年
で
あ
り
、「「
山
岳
文
学
」
論
の
季
節
」
の
四
年
前
で
あ
る
こ
と
、
二
点
目
は
発
表
媒
体
が
登
山
愛
好
家
を
読
者
と
し
て
持
つ
「
山
岳
雑
誌
」
で
は
な
く
、
広
範
な
読
者
を
持
つ
新
聞
で
あ
る
こ
と
、
三
点
目
は
藤
木
が
「
山
岳
文
学
」
論
で
は
な
く
、「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
論
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
二
点
目
と
三
点
目
は
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
藤
木
は
ま
ず
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
社
会
的
意
義
を
広
範
な
読
者
に
訴
え
る
こ
と
か
ら
始
め
藤
木
九
三
小
論
六
五
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
」
は
ま
ず
そ
の
存
在
意
義
を
主
張
し
、
社
会
的
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
木
は
ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
マ
マ
要
す
る
に
ス
ポ
ー
ツ
は
た
と
へ
忌
む
べ
き
争
闘
本
能
に
立
脚
す
る
も
の
と
し
て
も
、
そ
れ
を
文
化
的
、
平
和
的
に
導
き
そ
れ
を
楽
し
む
も
の
の
生
活
を
肉
体
的
に
ま
た
は
精
神
的
に
向
上
発
展
せ
し
む
る
も
の
た
ら
し
む
る
処
に
存
在
の
理
由
が
あ
る
と
思
ふ
。⑻
藤
木
は
ス
ポ
ー
ツ
が
「
争
闘
性
本
能
の
満
足
を
得
る
こ
こ
ろ
に
根
底
を
持
つ
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
触
れ
「
事
実
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
認
め
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
理
由
は
「
忌
む
べ
き
争
闘
本
能
」
を
「
文
化
的
、
平
和
的
」
に
導
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
「
肉
体
的
、
精
神
的
」
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
藤
木
は
ス
ポ
ー
ツ
一
般
の
存
在
理
由
を
、
人
間
の
持
つ
闘
争
本
能
を
善
導
す
る
点
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
に
「
ス
ポ
ー
ツ
一
般
」
を
描
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
中
で
も
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
と
い
う
登
高
精
神
」
持
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
」
を
描
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
「
特
殊
性
」
を
主
張
し
、
更
に
藤
木
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
」
を
描
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
を
基
調
と
し
て
、
自
然
に
対
す
る
「
深
き
憧
憬
」
と
「
霊
肉
の
純
化
高
翔
」
を
描
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
小
島
烏
水
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』（
全
四
巻
前
川
文
榮
閣
明
治
四
三
年
七
月
〜
大
正
四
年
七
月
）
を
「
紀
行
文
の
範
囲
を
出
る
こ
と
甚
だ
薄
い
」
と
批
判
す
る
一
方
で
、
そ
の
主
張
に
沿
っ
た
作
品
と
し
て
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の
紀
行
文
を
収
め
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
槇
有
恒
『
山
行
』（
改
造
社
大
正
一
二
年
七
月
）、
富
田
砕
花
『
登
高
行
』（
更
生
閣
大
正
十
三
年
七
月
）
慶
應
大
学
藤
木
九
三
小
論
六
六
山
岳
部
、
早
稲
田
大
学
山
岳
部
の
年
報
が
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
藤
木
を
山
に
駆
り
立
て
た
「
鑓
ヶ
岳
探
検
記
」
の
中
に
は
自
然
へ
の
「
深
き
憧
憬
」
は
随
所
に
見
ら
れ
る
し
、「
霊
肉
の
純
化
高
翔
」
も
次
の
よ
う
に
劇
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
絶
巓
に
達
つ
し
た
る
と
き
は
、
午
後
三
時
半
、
上
下
左
右
た
だ
濛
々
と
し
て
白
霧
の
み
（
中
略
）
身
は
天
漢
に
入
れ
て
雲
を
吮
ひ
霧
を
吮
ひ
、
木
魅
石
鬼
に
囲
繞
せ
ら
れ
た
る
仙
と
な
り
、
火
食
の
人
な
る
を
お
ぼ
え
ず
、
し
か
も
只
だ
泫
然
と
し
て
淚
下
る
。（
中
略
）
瞑
目
天
を
仰
い
で
し
ば
ら
く
黙
禱
す
、
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
猶
且
崇
拝
す
、
我
今
に
 
び
て
初
め
て
人
間
の
弱
き
を
知
ん
ぬ
。⑼
藤
木
は
自
然
へ
の
強
い
憧
れ
も
、
絶
頂
で
の
精
神
と
肉
体
の
高
揚
も
描
け
な
く
な
っ
た
小
島
を
批
判
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
批
判
の
背
後
に
は
登
山
そ
の
も
の
の
在
り
方
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
島
本
恵
也
氏
の
『
山
岳
文
学
序
説
』（
塔
影
詩
社
昭
和
二
八
年
私
家
版
後
に
み
す
ず
書
房
一
九
八
六
年
五
月
）
を
参
照
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。
島
本
氏
は
小
島
烏
水
の
『
山
水
無
盡
蔵
』（
隆
文
館
明
治
三
九
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
た
「
鑓
ヶ
岳
探
検
記
」
と
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
第
二
巻
（
前
川
文
榮
閣
明
治
四
四
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
た
「
日
本
ア
ル
プ
ス
縦
断
記
一
槍
ヶ
岳
第
三
回
登
山
」
を
比
較
し
、
前
者
に
あ
っ
た
「
昂
揚
と
し
た
調
子
」
が
後
者
に
は
「
少
し
も
見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
か
く
て
山
上
は
人
間
の
足
跡
を
縦
横
に
印
し
、
ま
っ
た
く
そ
の
意
義
を
変
え
る
に
い
た
っ
た
。
今
日
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
が
次
第
に
ひ
ら
か
れ
て
ゆ
く
。⑽
未
知
の
山
岳
が
次
々
と
開
拓
さ
れ
、
既
知
の
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
過
程
の
中
で
、
自
然
へ
の
「
深
き
憧
憬
」
は
失
わ
れ
「
霊
肉
の
純
化
高
翔
」
は
現
実
感
を
失
っ
て
い
く
。
藤
木
九
三
小
論
六
七
藤
木
の
批
判
の
要
点
は
、
小
島
自
身
の
著
作
か
ら
こ
の
二
つ
の
要
素
が
失
わ
れ
た
こ
と
の
指
摘
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
藤
木
は
こ
の
二
つ
の
要
素
を
中
心
に
据
え
た
も
の
こ
そ
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
」
を
描
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
藤
木
自
ら
が
「
ス
ポ
ー
ツ
文
藝
」
の
理
念
に
沿
っ
て
創
作
を
し
た
と
い
う
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
藤
木
が
「
登
山
家
と
し
て
登
山
の
「
意
義
」
が
変
容
し
、
も
は
や
自
然
へ
の
「
憧
憬
」
も
「
霊
肉
の
純
化
高
翔
」
も
書
き
得
な
い
こ
と
を
登
山
家
と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
現
状
認
識
は
藤
木
に
と
っ
て
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
イ
ブ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
藤
木
は
登
山
の
「
意
義
」
の
必
然
的
な
変
容
を
積
極
的
に
引
き
受
け
た
地
点
か
ら
新
た
な
著
述
の
道
を
切
り
開
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
三
、「
屋
上
登
攀
者
」
と
「『
岳
』
か
ら
降
り
て
来
た
男
」
大
正
一
五
年
（
一
九
二
五
年
）
か
ら
一
年
間
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
内
に
設
け
ら
れ
た
海
外
留
学
制
度
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
向
か
っ
た
。
社
に
よ
る
特
別
な
指
令
は
な
く
、
藤
木
は
短
い
パ
リ
滞
在
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
山
へ
次
々
と
登
攀
し
、
昭
和
二
年
に
帰
国
す
る
。
『
屋
上
登
攀
者
』
は
大
阪
の
印
刷
会
社
中
村
盛
文
堂
内
に
設
立
さ
れ
た
黒
百
合
社
か
ら
昭
和
四
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
著
作
集
で
あ
る
。
随
筆
、
研
究
、
詩
、
小
説
と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
注
意
を
惹
く
の
が
そ
の
聞
き
慣
れ
な
い
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。『
屋
上
登
攀
者
』
は
出
版
後
、
瞬
く
間
に
岳
人
の
間
で
評
判
と
な
り
、
賛
否
両
論
様
々
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
。
藤
木
は
「
屋
上
登
攀
戯
語
」⑾
の
中
で
〈
屋
上
登
攀
者
〉
と
い
う
奇
妙
な
タ
イ
ト
ル
が
、
当
時
の
保
守
的
な
岳
人
か
ら
の
「
あ
ら
ゆ
る
侮
蔑
と
反
感
」
を
買
う
一
方
、「
ル
ー
フ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
心
理
に
多
分
の
関
心
と
諒
解
を
有
す
る
」
若
い
岳
人
の
間
で
は
好
意
を
持
っ
て
迎
え
藤
木
九
三
小
論
六
八
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
果
た
し
て
「
屋
上
登
攀
者
」
と
は
何
を
意
味
し
、
ま
た
、
賛
否
両
論
を
引
き
起
こ
し
た
「
新
し
さ
」
と
は
何
処
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
屋
上
登
攀
者
」
は
副
題
に
（
巴
里
に
在
り
し
日
の
私
の
生
活
の
横
顔
）
と
あ
る
よ
う
に
、
パ
リ
の
「
気
や
す
い
ホ
テ
ル
の
屋
根
裏
の
ひ
と
間
」⑿
に
滞
在
し
た
経
験
が
素
材
に
な
っ
て
い
る
。
詩
「
屋
上
登
攀
者
」⒀
は
屋
根
裏
部
屋
を
山
小
屋
に
喩
え
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
屋
根
部
屋
は
、
私
│
│
屋
上
登
攀
者
│
│
の
ベ
ル
ク
ヒ
ュ
ッ
テ
だ
都
会
の
屋
根
裏
部
屋
を
山
小
屋
に
喩
え
、
そ
こ
か
ら
月
明
か
り
の
下
に
高
層
建
築
が
林
立
す
る
風
景
が
眺
望
さ
れ
る
。
地
平
の
果
か
ら
果
ま
で
高
層
建
築
の
あ
ら
ゆ
る
近
代
的
な
精
鋭
さ
と
、
敏
感
さ
が
何
物
か
を
掴
も
う
と
し
て
高
く
、
高
く
差
し
伸
べ
た
都
会
の
触
手
を
空
間
に
林
立
せ
し
め
て
い
る
で
は
な
い
か
私
は
其
処
に
、
人
工
の
山
岳
と
し
て
の
個
性
と
特
異
な
荘
厳
さ
を
観
る
（
そ
し
て
街
衢
は
そ
の
ま
ま
の
山
脈
で
あ
り
、
谿
谷
で
も
あ
る
の
だ
）
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
高
層
建
築
の
「
精
鋭
さ
」
と
「
敏
感
さ
」
が
主
語
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
高
層
建
築
の
近
代
的
に
洗
練
さ
れ
た
「
精
鋭
さ
」「
敏
感
さ
」
が
「
何
物
か
を
掴
も
う
と
」
す
る
高
貴
な
意
志
を
生
み
出
し
、
そ
の
意
志
を
宿
し
た
建
築
物
が
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
高
み
に
向
か
っ
て
「
触
手
」
を
伸
ば
す
。
藤
木
九
三
小
論
六
九
勿
論
、
高
層
建
築
は
人
間
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
建
設
さ
れ
た
人
工
物
で
あ
る
。
だ
が
、「
私
」
は
実
際
に
建
設
さ
れ
た
高
層
建
築
の
形
態
を
、
内
部
に
存
在
す
る
「
意
志
」
の
表
現
と
し
て
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
高
貴
な
意
志
の
存
在
と
意
志
の
表
現
で
あ
る
形
態
こ
そ
が
高
層
建
築
を
「
人
工
の
山
岳
」
と
し
て
の
「
個
性
」
と
「
特
異
の
荘
厳
さ
」
を
保
証
す
る
要
素
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都
会
を
山
岳
に
見
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
窓
際
の
鉢
植
え
を
ア
ル
プ
ス
の
高
山
植
物
群
生
地
域
を
意
味
す
る
「
お
花
畑
」
に
喩
え
て
い
る
。
藤
木
は
「
屋
上
登
攀
者
」
に
つ
い
て
「
都
会
人
が
山
を
慕
う
心
を
表
明
し
た
も
の
」⒁
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
山
を
慕
う
心
」
が
「
私
」
を
し
て
屋
根
裏
部
屋
を
山
小
屋
に
、
都
会
を
人
工
の
山
岳
に
、
単
な
る
鉢
植
え
を
量
的
に
過
剰
な
「
お
花
畑
」
に
喩
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
原
動
力
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
岳
へ
の
思
慕
は
自
己
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
読
者
へ
の
呼
び
か
け
と
な
っ
て
作
品
末
尾
に
現
れ
る
。
│
深
夜
、
裏
梯
子
を
攀
じ
て
こ
の
屋
根
裏
の
ヒ
ュ
ッ
テ
に
や
っ
て
来
て
見
た
ま
え
一
歩
一
歩
、
氷
壁
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
刹
那
の
虚
心
と
敬
虔
の
ひ
と
時
が
、
味
え
る
！
都
会
の
灯
も
落
ち
、
静
寂
に
包
み
込
ま
れ
た
環
境
は
「
裏
梯
子
を
登
る
」
こ
と
を
「
氷
壁
に
ス
テ
ッ
プ
を
き
ざ
む
」
こ
と
に
限
り
な
く
近
付
け
る
。「
私
」
は
読
者
に
裏
梯
子
を
登
る
こ
と
で
氷
壁
に
足
場
を
刻
み
込
む
「
虚
心
と
敬
虔
」
の
一
時
を
疑
似
体
験
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
屋
上
登
攀
者
」
が
保
守
的
な
岳
人
の
反
感
を
買
っ
た
の
は
、「
屋
上
登
攀
者
」
と
い
う
語
の
目
新
し
さ
だ
け
で
な
く
、
読
者
に
呼
び
掛
け
て
し
ま
う
ほ
ど
饒
舌
な
登
山
家
像
を
描
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
藤
木
九
三
小
論
七
〇
逆
に
従
来
の
寡
黙
な
岳
人
像
を
描
い
た
の
が
「
岳
か
ら
降
り
て
来
た
男
」⒂
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
こ
の
詩
が
外
面
描
写
を
徹
す
る
こ
と
で
内
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
、
と
い
う
手
法
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
岳
の
に
お
い
が
犇
々
と
迫
っ
た
霧
の
に
お
い
苔
の
に
お
い
や
に
樹
脂
の
に
お
い
葉
緑
素
の
に
お
い
、
そ
し
て
『
切
り
火
』
の
に
お
い
も
し
た
岳
人
は
年
中
霧
に
覆
わ
れ
た
岳
の
方
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
降
り
て
来
る
。
視
点
人
物
は
岳
人
と
擦
れ
違
い
ざ
ま
に
様
々
な
「
に
お
い
」
を
嗅
ぎ
取
る
。
岳
人
の
経
験
を
直
接
伺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
彼
は
岳
人
に
染
み
付
い
た
「
に
お
い
」
か
ら
岳
人
の
経
験
の
一
端
に
触
れ
る
。
ひ日
輪
を
負
う
て
岳
を
降
つ
て
行
つ
た
そ
の
男
の
後
姿
に
は
あ 
り 
あ 
り 
と 
、
眩
し
い
後
光
が
射
し
て
ゐ
た
。
「「
岳
」
か
ら
降
り
て
来
た
男
」
は
旧
来
の
典
型
的
な
岳
人
像
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
的
な
経
験
を
直
接
描
か
ず
、
外
面
描
写
の
積
み
重
ね
か
ら
岳
人
の
内
的
経
験
の
持
つ
神
秘
性
を
描
い
て
い
る
。
藤
木
が
こ
の
よ
う
な
手
法
を
取
っ
た
の
は
、
自
身
が
登
山
の
意
義
が
変
容
し
た
以
後
の
地
平
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
藤
木
九
三
小
論
七
一
四
、
詩
集
『
雲
表
』
藤
木
の
著
作
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
盛
り
込
ん
だ
著
作
集
と
い
う
形
を
取
る
場
合
が
多
い
が
、
第
一
詩
集
『
雲
表
』（
黒
百
合
社
昭
和
六
年
限
定
六
〇
〇
部
）
は
詩
の
み
を
収
め
た
純
粋
な
詩
集
で
あ
る
。
「
序
」⒃
に
よ
れ
ば
『
雲
表
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
の
中
で
「
雪
谿
の
幻
影
」
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
一
年
）
五
月
に
雑
誌
「
白
孔
雀
」
に
「
人
間
冒
涜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
雪
谿
の
幻
影
」「
人
間
冒
涜
」
は
ど
ち
ら
も
長
詩
で
あ
る
が
、
二
つ
の
長
詩
は
投
書
家
時
代
の
詩
の
延
長
と
し
て
あ
り
、
短
詩
と
散
文
詩
は
藤
木
が
登
山
の
意
義
の
変
容
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
実
在
す
る
山
の
名
前
を
タ
イ
ト
ル
に
取
り
込
ん
だ
短
詩
で
あ
る
。「
冬
の
陣
│
後
立
山
々
脈
遠
望
│
」⒄
「
北
穂
のCH
IM
N
EY
」⒅
二
つ
上
げ
よ
う
。
冬
の
陣│
後
立
山
々
脈
遠
望
│
銀
兜
燦
と
し
て
、
一
隊
の
龍
騎
兵
は
手
綱
を
引
き
締
め
、
引
き
締
め
、
ギ
ヤ
ロ
ツ
プ
で
戦
線
に
展
開
を
終
つ
た
。
雲
の
旗
手
が
戦
機
の
急
迫
を
示
し
て
ゐ
る
。
│
『
冬
の
陣
』
の
構
へ
だ
。
近
景
に
、
こ
が
ら
し
に
身
顫
ひ
す
る
ポ
プ
ラ
が
一
株
。
藤
木
九
三
小
論
七
二
ま
ず
、
視
界
は
後
立
山
山
脈
を
一
望
出
来
る
ほ
ど
広
く
設
定
さ
れ
る
。「
銀
兜
」
は
山
脈
を
覆
う
雪
の
隠
喩
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
し
ろ
う
ま
立
山
山
脈
に
は
「
花
の
名
山
」
の
異
称
を
持
つ
白
馬
岳
が
含
ま
れ
て
い
る
。
白
馬
岳
大
雪
渓
上
部
に
は
「
葱
平
の
お
花
畑
」
と
呼
ば
れ
る
高
山
植
物
群
生
地
帯
が
存
在
し
て
い
る
⒆
。
そ
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
高
所
に
咲
き
乱
れ
る
植
物
群
が
秋
の
陽
光
を
浴
び
て
輝
く
姿
が
「
銀
兜
」
を
冠
っ
た
「
龍
騎
兵
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
季
節
が
秋
か
ら
冬
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、「
龍
騎
兵
」
が
戦
線
を
展
開
し
「
冬
の
陣
」
を
構
え
る
の
は
、
植
物
群
が
や
が
て
訪
れ
る
厳
し
い
冬
に
備
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
行
間
を
空
け
て
、
遠
く
後
立
山
山
脈
に
焦
点
化
さ
れ
て
い
た
視
点
は
急
激
に
引
き
、
一
株
の
ポ
プ
ラ
に
焦
点
化
さ
れ
る
。
植
物
群
と
一
本
の
ポ
プ
ラ
の
対
比
、
そ
し
て
遠
景
か
ら
近
景
へ
の
急
激
な
切
り
換
え
が
落
差
を
生
み
出
し
、
そ
の
落
差
が
飄
逸
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
在
す
る
山
を
素
材
に
隠
喩
を
駆
使
し
、
知
的
に
考
え
抜
か
れ
た
構
成
で
こ
の
詩
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
穂
のCH
IM
N
EY
『
山
』
の
糞
づ 
ま 
り 
│
に
は
、
氷
と
雪
の
下
剤
で
内
臓
機
関
を
洗
滌
す
る
に
限
る
。
無
数
の
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
や
ジ
ャ
ム
・
ス
ト
ー
ン
の
不
消
化
物
が
、
直
膓
を
埋
め
て
い
る
か
ら
だ
。
「
北
穂
」
と
は
飛
騨
山
脈
に
位
置
す
る
穂
高
連
峰
北
端
の
山
「
北
穂
高
岳
」
の
略
称
で
あ
る
。CH
IM
N
EY
（
チ
ム
ニ
ー
）
と
は
登
山
用
語
で
「
人
の
入
り
込
め
る
岸
壁
上
の
割
れ
目
」⒇
を
意
味
す
る
。
チ
ム
ニ
ー
を
人
間
の
内
臓
に
、
チ
ム
ニ
ー
に
挟
ま
っ
た
岩
石
を
消
化
不
良
の
残
留
物
に
、
氷
と
雪
を
下
剤
に
生
物
学
的
な
語
で
あ
る
「
内
臓
器
官
」
で
は
な
く
機
械
的
な
「
内
臓
機
関
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
単
に
自
然
物
の
上
に
人
工
物
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、
生
物
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
内
部
に
無
機
質
な
即
物
性
を
埋
め
込
ん
で
い
る
の
で
藤
木
九
三
小
論
七
三
あ
る
。
「
屋
上
登
攀
者
」
に
も
隠
喩
に
よ
っ
て
「
人
工
」
と
「
山
岳
」
を
結
び
つ
け
る
モ
チ
ー
フ
が
存
在
し
た
が
、「
北
穂
のCH
IM
N
EY
」
に
も
「
人
工
」
と
「
山
岳
」
の
境
界
を
越
え
、
結
び
つ
け
る
モ
チ
ー
フ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
藤
木
が
投
書
家
だ
っ
た
頃
か
ら
開
始
し
、
神
戸
移
住
後
、
し
ば
ら
く
の
間
詩
作
の
方
は
不
活
発
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
後
、
詩
風
を
一
変
さ
せ
、
旺
盛
に
執
筆
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
藤
木
が
登
山
の
「
意
義
」
が
変
容
し
「
冒
険
登
山
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
登
山
」
へ
と
推
移
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
「
意
義
」
の
変
容
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
で
内
在
的
に
詩
風
を
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
転
換
以
後
の
藤
木
の
詩
が
隠
喩
を
用
い
て
「
自
然
」
と
「
人
工
」
の
間
に
引
か
れ
た
境
界
を
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
今
回
は
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
藤
木
は
山
上
雷
鳥
名
義
で
山
岳
小
説
を
執
筆
し
、『
マ
ッ
タ
ー
ホ
ー
ン
北
壁
を
攀
ず
』（
朋
文
堂
一
九
三
三
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。
藤
木
が
何
故
本
名
で
は
な
く
、
山
上
雷
鳥
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
た
の
か
、
そ
し
て
小
説
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
藤
木
九
三
の
文
学
的
な
営
為
を
総
体
的
に
意
味
付
け
る
際
、
山
上
雷
鳥
名
義
の
小
説
作
品
の
研
究
も
藤木の業績を顕彰するために兵庫県芦屋市芦屋川上流
高座の滝の岩壁に掲げられたレリーフ。
藤
木
九
三
小
論
七
四
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
註
⑴
田
中
清
光
「
登
山
家
詩
人
藤
木
九
三
」
三
二
四
頁
（『
山
と
詩
人
』
文
京
書
房
一
九
八
五
年
一
二
月
）
⑵
田
中
清
光
「
登
山
家
詩
人
藤
木
九
三
」
三
〇
九
頁
（『
山
と
詩
人
』
文
京
書
房
一
九
八
五
年
一
二
月
）
⑶
田
中
清
光
「
登
山
家
詩
人
藤
木
九
三
」
三
一
一
頁
（『
山
と
詩
人
』
文
京
書
房
一
九
八
五
年
一
二
月
）
⑷
藤
木
九
三
『
あ
る
山
男
の
自
画
像
』
一
四
頁
（
二
見
書
房
一
九
七
〇
年
年
十
一
月
）
⑸
岳
人
編
集
部
編
『
岳
人
事
典
』
三
六
二
頁
（
東
京
新
聞
出
版
局
一
九
八
三
年
七
月
）
⑹
岳
人
編
集
部
編
『
岳
人
事
典
』
一
九
四
頁
（
東
京
新
聞
出
版
局
一
九
八
三
年
七
月
）
⑺
熊
谷
昭
宏
「
死
に
至
る
ス
ポ
ー
ツ
を
語
る
│
│
一
九
三
〇
年
代
山
岳
雑
誌
の
な
か
の
「
文
学
」
と
そ
の
周
辺
」
三
二
〇
頁
（
編
著
者
疋
田
雅
昭
・
日
高
佳
紀
・
日
比
嘉
高
『
ス
ポ
ー
ツ
す
る
文
学
１
９
２
０
年
３
０
年
代
の
文
化
詩
学
』
青
弓
社
二
〇
〇
九
年
六
月
）
⑻
藤
木
九
三
「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
藝
│
登
山
の
特
異
性
に
就
い
て
」（「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
正
一
五
年
二
月
一
五
日
）
⑼
小
島
烏
水
「
其
九
鑓
ヶ
岳
二
回
登
山
の
記
（
上
・
下
）」
九
三
頁
（『
小
島
烏
水
全
集
第
四
巻
』
大
修
館
書
店
一
九
八
〇
年
三
月
／
初
出
「
文
庫
」
第
二
十
四
巻
第
五
號
明
治
三
十
六
年
十
一
月
十
五
日
）
⑽
島
本
恵
也
「
第
三
章
絶
頂
の
超
越
」
八
五
頁
（『
山
岳
文
学
序
説
』
塔
影
詩
社
昭
和
二
八
年
私
家
版
後
に
み
す
ず
書
房
一
九
八
六
年
五
月
））
⑾
藤
木
九
三
「
屋
上
登
攀
戯
語
」
五
七
六
頁
│
五
七
八
頁
（『
日
本
岳
人
全
集
屋
上
登
攀
者
』
一
九
七
〇
年
九
月
／『
槍
・
穂
高
・
岩
登
り
』
木
星
社
一
九
三
一
年
）
⑿
藤
木
九
三
『
あ
る
山
男
の
自
画
像
』
九
四
頁
（
二
見
書
房
一
九
七
〇
年
年
十
一
月
）
⒀
藤
木
九
三
「
屋
上
登
攀
者
」
一
二
二
頁
│
一
二
四
頁
（『
屋
上
登
攀
者
』
岩
波
文
庫
一
九
九
八
年
八
月
／『
屋
上
登
攀
者
』
黒
百
合
社
一
九
二
九
年
六
月
）
⒁
藤
木
九
三
「
屋
上
登
攀
戯
語
」
五
七
六
頁
│
五
七
七
頁
（『
日
本
岳
人
全
集
屋
上
登
攀
者
』
一
九
七
〇
年
九
月
／『
槍
穂
高
岩
登
り
』
木
星
社
一
九
三
一
年
）
藤
木
九
三
小
論
七
五
⒂藤
木
九
三
「『
岳
』
か
ら
降
り
て
来
た
男
」（『
屋
上
登
攀
者
』
岩
波
文
庫
一
九
九
八
年
八
月
／『
屋
上
登
攀
者
』
黒
百
合
社
一
九
二
九
年
六
月
）
⒃
藤
木
九
三
「
序
」（『
雲
表
』（
黒
百
合
社
一
九
三
一
年
七
月
）
⒄
藤
木
九
三
「
冬
の
陣
│
後
立
山
々
脈
遠
望
│
」
二
一
頁
（『
雲
表
』（
黒
百
合
社
一
九
三
一
年
七
月
）
⒅
藤
木
九
三
「
北
穂
のCH
IM
N
EY
」
二
二
頁
（『
雲
表
』（
黒
百
合
社
一
九
三
一
年
七
月
）
⒆
日
本
山
岳
会
編
『
新
日
本
山
岳
誌
』
八
七
七
頁
│
八
七
八
頁
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
⒇
岳
人
編
集
部
編
『
岳
人
事
典
』
三
七
一
頁
（
東
京
新
聞
出
版
局
一
九
八
三
年
七
月
）
（
き
た
だ
ゆ
う
い
ち
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
藤
木
九
三
小
論
七
六
